
京都市の学校評価京都市の学校評価
～学校関係者評価の充実に向けた取組～～学校関係者評価の充実に向けた取組～

京都市教育委員会京都市教育委員会

はじめにはじめに

＜京都方式の学校評価＞＜京都方式の学校評価＞

学校・家庭・地域が学校・家庭・地域がそれぞれの在り方を振り返りそれぞれの在り方を振り返り，，自ら高まると同時に自ら高まると同時に相相
互に高め合う互に高め合う。。

学校・家庭・地域が育てたい子ども像を共有，協働してその実現を図るた学校・家庭・地域が育てたい子ども像を共有，協働してその実現を図るた
め，め，当事者意識当事者意識を持った評価を持った評価を基本とする。を基本とする。

学校評価と学校評議員・学校運営協議会・ＰＴＡ等の活動学校評価と学校評議員・学校運営協議会・ＰＴＡ等の活動，ボランティア，ボランティア
の参画などをの参画などを効果的に連動効果的に連動させる。させる。



学校評価ガイドライン第一版（平成学校評価ガイドライン第一版（平成1515年年33月）における位置づけ月）における位置づけ
「外部評価」「外部評価」実施上の留意点実施上の留意点

ⅠⅠ．保護者等へアンケート形式で実施し，意見を集約する。．保護者等へアンケート形式で実施し，意見を集約する。

ⅡⅡ．「自己評価結果を説明し，学校評議員やＰＴＡ役員の方などから，．「自己評価結果を説明し，学校評議員やＰＴＡ役員の方などから，記記

述・口頭での意見を集約述・口頭での意見を集約する。する。

（一次外部評価）（一次外部評価）

ⅢⅢ．「自己評価」と「外部評価」の両方の結果を学校評議員やＰＴＡの方．「自己評価」と「外部評価」の両方の結果を学校評議員やＰＴＡの方

に説明し，に説明し，意見を集約意見を集約する。する。

（二次外部評価）（二次外部評価）

１１ 京都市における“学校関係者評価”京都市における“学校関係者評価”

学校評価ガイドライン第一版（平成学校評価ガイドライン第一版（平成11５年３月）における位置づけ５年３月）における位置づけ
（５）（５） 評価結果は，充実・改善策を明らかにして自校（園）の教育活動評価結果は，充実・改善策を明らかにして自校（園）の教育活動

に生かすとともに，保護者・地域の方にも公表する。に生かすとともに，保護者・地域の方にも公表する。

「自己評価」「自己評価」「外部評価」「外部評価」は，評価の分析を受けて教育活動の充実・改は，評価の分析を受けて教育活動の充実・改
善を図ることがねらいである。さらに，その善を図ることがねらいである。さらに，その結果を公表結果を公表することで学校することで学校
と家庭・地域がお互いの役割を明らかにしていくことが期待できる。そのと家庭・地域がお互いの役割を明らかにしていくことが期待できる。その
ためにも，公表の方法及び時期までを「年間評価計画」に位置づけておくためにも，公表の方法及び時期までを「年間評価計画」に位置づけておく
ことが必要である。ことが必要である。

１１ 京都市における“学校関係者評価”京都市における“学校関係者評価”



学校評価ガイドライン第二版（平成学校評価ガイドライン第二版（平成11９年４月）における位置づけ９年４月）における位置づけ

８８ 「学校評議員の会」「学校運営協議会」の活用「学校評議員の会」「学校運営協議会」の活用

「自己評価」「外部評価」「児童生徒による評価」の結果や分析，考察「自己評価」「外部評価」「児童生徒による評価」の結果や分析，考察

改善策等を「学校評議員が一堂に会する場」や「学校運営協議会」で改善策等を「学校評議員が一堂に会する場」や「学校運営協議会」で説明説明

し，意見を求め，し，意見を求め，「学校評価」が適切に行われたかどうか，学校運営の改「学校評価」が適切に行われたかどうか，学校運営の改

善に向けた取組が適切かどうかを検証し，学校改善に生かす。善に向けた取組が適切かどうかを検証し，学校改善に生かす。

（文部科学省のガイドラインによる「外部評価委員会」の機能を果たす）（文部科学省のガイドラインによる「外部評価委員会」の機能を果たす）

＜留意点＞＜留意点＞

学校評議員や学校運営協議会からの意見学校評議員や学校運営協議会からの意見は，学校評価結果の分析・考察・は，学校評価結果の分析・考察・
改善策とともに，改善策とともに，必ず公表必ず公表すること。すること。

１１ 京都市における“学校関係者評価”京都市における“学校関係者評価”

学校評価ガイドライン第三版（平成２１年６月）における位置づけ学校評価ガイドライン第三版（平成２１年６月）における位置づけ

５５ 自己評価結果に対する学校関係者評価の実施自己評価結果に対する学校関係者評価の実施

学校運営協議会又は学校評議員が委員会を組織して行う評価を学校運営協議会又は学校評議員が委員会を組織して行う評価を「学校「学校

関係者評価」関係者評価」とする。とする。

自己評価結果を学校運営協議会またが学校評議員に示し，評価を得る自己評価結果を学校運営協議会またが学校評議員に示し，評価を得る

とともに，課題の改善策，とともに，課題の改善策，地域・保護者の支援策等を協議地域・保護者の支援策等を協議する。する。

学校関係者評価の評価者としての意識を高め，視点を明らかに学校関係者評価の評価者としての意識を高め，視点を明らかにするたするた

めに，学校運営協議会や学校評議員等を対象とした研修会等を開催する。めに，学校運営協議会や学校評議員等を対象とした研修会等を開催する。

１１ 京都市における“学校関係者評価”京都市における“学校関係者評価”



学校評価ガイドライン第三版（平成２１年６月）における位置づけ学校評価ガイドライン第三版（平成２１年６月）における位置づけ

６６ 自己評価結果・学校関係者評価の公表自己評価結果・学校関係者評価の公表

自己評価，自己評価，学校関係者評価学校関係者評価の結果は，学校だよりやホームページ上での結果は，学校だよりやホームページ上で

公表する。公表する。

結果だけでなく，取組の成果，課題に対する改善策を示し，改善に向結果だけでなく，取組の成果，課題に対する改善策を示し，改善に向

けてけて保護者や地域の方の行動が得られるよう保護者や地域の方の行動が得られるよう公表内容を工夫する。公表内容を工夫する。

１１ 京都市における“学校関係者評価”京都市における“学校関係者評価”

２２ 評価者の研修評価者の研修 ①① フォーラムフォーラム



２２ 評価者の研修評価者の研修 ①① フォーラムフォーラム

京都嵯峨学園の先進的
な取組を全市に発信

当日の参加者は，５００名

（教職員，PTA.,学校関係者）

嵯峨学園の関係者による

パネルディスカッション

２２ 評価者の研修評価者の研修 ①① フォーラムフォーラム



２２ 評価者の研修評価者の研修 ②② 学校評価システム学校評価システム

２２ 評価者の研修評価者の研修 ②② 学校評価システム学校評価システム



２２ 評価者の研修評価者の研修 ②② 学校評価システム学校評価システム

２２ 評価者の研修評価者の研修 ②② 学校評価システム学校評価システム



２２ 評価者の研修評価者の研修 ③③ 京都市の教育京都市の教育

「市民ぐるみ。地域ぐるみの教育」

を進めるという観点から，

教職員

保護者

地域住民（学校関係者）

が，京都市の学校教育の取組方向を共有

評価の視点を明確に
学校教育の基本指針
学校教育の今日的課題

２２ 評価者の研修評価者の研修 ③③ 京都市の教育京都市の教育



２２ 評価者の研修評価者の研修 ③③ 京都市の教育京都市の教育

２２ 評価者の研修評価者の研修 ③③ 京都市の教育京都市の教育



３３ 地域の子どもは地域で育てる地域の子どもは地域で育てる

より良い学校づくりのより良い学校づくりの当事者としての意識を持った当事者としての意識を持った評価評価

「一人ひとりがそれぞれの立場でできることを」「一人ひとりがそれぞれの立場でできることを」

「自らを振り返り，互いに高めあう」「自らを振り返り，互いに高めあう」

小中９年間の学びと育ちの連続性小中９年間の学びと育ちの連続性を意識してを意識して

「学びをつなぐ，育ちをつなぐ」「学びをつなぐ，育ちをつなぐ」

「人（地域）をつなぐ，評価をつなぐ」「人（地域）をつなぐ，評価をつなぐ」

年間を通した評価活動年間を通した評価活動への参画をへの参画を

「来てください，見てください，知ってください，そして関わってください」「来てください，見てください，知ってください，そして関わってください」

「参加から参画へ」「参加から参画へ」

「情報」「課題」の「情報」「課題」の共有共有から「行動」のから「行動」の共有共有，そして「評価」の，そして「評価」の共有共有



嵯峨小学校の学校評価
（学校運営協議会と
学校関係者評価）

京都府 京都市立嵯峨小学校

校長 牧 嶋 徹

嵯峨小学校 校区の特色
天龍寺

渡月橋

お松明

小倉山

嵯峨御流



地域の協力

地域各種団体

地元保勝会

ＰＴＡ

学校運営協議会
顧問 地域各種団体長 公募委員 ＰＴＡ代表

学校運営協議会理事会
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学校評価の捉え方
学校教育目標

魅力と最重要課題を明確
化

結果を積極的に学校運
営に反映させる「攻め」の
姿勢

評価計画・評価内容の共有
平成２１年度学校評価結果

平成２２年度学校経営方針に反映

・ とりわけ学校と保護者の
共同歩調が必要な内容

・ 保護者・地域に分かる・
見える内容

リーフレット発行



評価者としての視点を育てる

学校評価に携わっていただくための視点づくり

全市対象 本校独自

リーフレット「嵯峨小学校の教育」

重点目標

具体的な取組

評価のポイント
（評価計画）



保護者アンケートの変更

①保護者が自身を
振り返る

②我が子を改めて
見つめ直す

＝

学校評価の流れ

学校評価委員会 校内各セクション

自己評価

学校運営協議会

学校関係者評価



（具体例）あとしまつ

生徒指導委員会学校評価委員会

自己評価

学校運営協議会

学校関係者評価

最重要課題である

指導が十分ではない

だいたいできている

・実態は課題あり
・教職員の意識格差が
徹底しきれない原因

給食のあとしまつ，トイレ
スリッパの乱れなどに顕著

・教職員の意識改革と取
組の具体を明記
・家庭ですべきこと明記

ものを大切にしない社会
背景を指摘，自己評価に
賛同

学校関係者評価を生かす
１ 学校運営協議会が直接行動へ

児童のコミュニケーション能力に課題

→小学生のケータイ使用に警鐘

◎地域全家庭に啓発ビラの配布

「あいさつ」の取組強化をめざす

◎大人どうしがしているか（ＰＴＡ）

◎見守り同様粘り強く（交通安全推進会）



学校関係者評価を生かす
２ 学校運営協議会が家庭のしつけ・責任を明言

言葉づかいの指導強化を目指す

親が我が子に指導しているか

親が我が子に話す言葉は適切か

親が我が子の話をしっかり聞いているか

親が社交の場に我が子を連れていくか

◎しつけを学校任せにしてはいけない

◎学校は引き続き正しい言葉づかいの指導を

→

学校関係者評価を生かす
３ 学校運営協議会が学校の方針を強力に支援

教師が黒板に書く板書を重視する

→子どもは内容と共に担任の姿勢を学ぶ

読書活動や辞書活用にこだわる

→デジタル社会だからこそ重要

食に関する指導をさらに推進する

→ランチルーム，アレルギー対応等充実

◎自信をもって取組の継続を！

◎より一層の広報活動を！



学校関係者評価を生かす
４ 学校運営協議会が取組の改善を示唆

学校だより（地域版）の改善

→学校が地域にお願いしたいことを前面に

◎読み手を意識した記事内容に

学校だより（保護者版）の改善

→どうしていいか分からない保護者のために

→学校が期待するモデルが伝わるように

◎具体的な方法を例示してみては

おわりに Next Plan
より高まったものに

Do

Check

PlanActionAction



嵯峨小学校の学校評価
（学校運営協議会と
学校関係者評価）

京都府 京都市立嵯峨小学校

校長 牧 嶋 徹

ご清聴ありがとうございました
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